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様々な通信⼿段を駆使し、切れにくく、しぶとく⽣き残り続けるネットワークシステムの
コンセプト

災害発⽣時の問題

災害対応のための
被災地情報が得られない

インターネットに
つながらない

ひとたび公衆通信網が途絶すると、
通信ができなくなり、復旧にも時間がかかる

ダイハードネットワークとは？ 解消するために・・・

携帯電話、IP無線※３など
［特徴：中距離、中〜⾼速、通信事業者］

簡易無線※１、LPWA※２など
［特徴：⻑距離、低速、⾃営］

様々な通信⼿段を組み合わせ、つながりつづけるようにアプリケーションサービスを制御

被災現場

たとえ通信が途切れても通信装置を持ち運んで情報を安全に⾃動共有、装置単体でも継続利⽤可能

都道府県災害対策本部 市町村災害対策本部

蓄積・運搬蓄積・運搬

データ同期データ同期 データ同期データ同期

切れても使える

運んで届ける

つながると
⾃動でデータ共有

切れても使える

無線LAN（Wi-Fi）など
［特徴：短距離、⾼速、⾃営］

※１：総通局に登録が必要で351MHz帯を使⽤する。
※２：免許、登録が不要な920MHz帯を使⽤する。
※３：携帯電話回線（パケット）を使⽤する。

システム構成例

⾳声に加え、
⽂字や画像の伝送

本部

防災拠点施設

移動拠点

公衆無線回線（LTE）

遅延耐性のある⾃営無線通信
（簡易無線、Wi-Fi） 防災拠点施設

スマートフォン
・タブレット

♪ A

GIS上に情報を表⽰

緊急度中
重要度⾼

クラウド／インターネット
都道府県
災害対策本部

市町村
クラウド

政府
災害対策本部

光・衛星回線

切れても使える

運んで届けるつながると
⾃動でデータ共有

パソコン
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ポータブルSIP4Dの概要

SIP-NR1

LACSとDHNノードは
イーサケーブルもしくはWi-Fiで接続

※Scenargie ®ソフトウェアを⽤いて実装され、⾼速な通信安全性の確保機能（特開2021-108419）を搭載

⾞両だけでなく
⼈的搬送も可能

SIP4D利活⽤システム
(WebGISサーバ)

通常時

SIP4D利活⽤システムの操作画⾯

SIP4D
代⾏機能 SIP4D

利活⽤システム

SIP4D
代⾏機能

ポータブル
SIP4D

インターネット接続可能領域 公衆通信網途絶領域

SIP4D
代⾏機能

Wi-Fi

SIP4D利活⽤システムの操作画⾯

あたかも『SIP4D』に
接続しているかのよう
に利⽤可能にする機能

情報
同期

通信途絶時
a省

データベース
bセンター
データベース

c機関
データベース

d団体
データベース e観測データ f被害推定

データ
gリアルタイム
評価データ

h分析
データ

A省防災情報
システム

B省防災情報
システム

C庁防災情報
システム

Information Pipeline

指定公共機関
防災情報
システム

都道府県
防災情報
システム

衛星観測
ワンストップ
システム

SIP4D
代⾏機能

情報
同期

⾞両などで巡回
（双⽅向で差分情報を⼈⼿を

介さず蓄積・運搬・更新）

2021年11⽉25⽇
帯広駐屯地での展⽰
にて撮影

SIP4D代⾏機能
in DHNノード※

SIP4D利活⽤システム
in LACS

情報⼊⼒閲覧⽤PC
（LACSにWi-Fi接続）



主な業務 導⼊前 導⼊後
総合受付での
プレトリアー
ジ（軽症，中
重度，⼀般医
療等エリアへ
の振り分け）

⾏き先タグに
個⼈情報や症
状等を⼿書き

⾏き先、⽒名等記載後、
QRコードをスマホアプリで
撮影・登録

各エリアでの
対応（中重度
エリアの例）

個⼈情報等の
再確認・⼿⼊
⼒，電話・
FAX等による
各エリア間で
情報を共有

⾏き先タグのQRコード読み取り、
受付患者データの読み込み
医師のトリアージ後、
トリアージタグを撮影
診断結果や様態等の
情報を⼊⼒・管理し、
各エリア間で情報を共有

本部・関係各
所との調整

電話・FAX等
による連絡

システムを通じた報告・
要請・応諾

⾼知県⾹南市「防災情報通信・管理システム※」

⾼知市消防局「災害時オペレーションシステム※ 」

出典：⾹南市作成資料

医療救護活動⽀援アプリケーションの例

※ 「緊急防災・減災事業債制度
（緊防債）」の活⽤事例です｡
本システムはScenargie®ソフト
ウェアを⽤いてSTE Japanが構
築したもので、⾼速な通信安全
性の確保機能（特開2021-
108419）を搭載しています。

即電⼦化による
情報管理の⼀元化

指令システムで受けた
１１９通報（事案）を登録

消防対策本部

2021年5⽉14⽇⾼知市消防局図上訓練にて撮影

LTE、有線回線
簡易無線・Wi-Fi等

即電⼦化による
情報管理の⼀元化

消防対策本部

１１９番
通報

消防署所

⾼知市
消防局

クラウド

活動現場

LTE、
有線回線

簡易無線・Wi-Fi等

装置の可搬化による
情報途絶解消

市内全域（約128km2）に100台超規模の装置（⾞載移動⽅式も含む）を配備し､災害対応アプリ
ケーションを利⽤可

事案や活動状況の俯瞰表⽰

１１９通報（事案）の⼀覧
市内活動範囲全域をカバーし､公衆通信網途絶時もオペレーション可

情報共有の省⼒化による
事案処理能⼒向上

装置の可搬化による
情報途絶解消

情報共有の
省⼒化によ
る事案処理
能⼒向上

2021年5⽉14⽇⾼知市消防局図上訓練にて撮影
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